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３ 敷地近傍における調査結果３．敷地近傍における調査結果
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３．１ 敷地近傍の地形

①敷地近傍の地形①敷地近傍の地形

○敷地の北～北西方向は，起
伏の多い山地が主体であり，
海岸沿いには段丘面が断続 海成段丘面が断続的に分布海岸沿いには段丘面が断続
的に分布する。

○敷地の南～南東方向には，
岩内平野が広がっている。

○岩内平野は，共和台地，岩 第7 3 3 1図敷地近傍の地形図添付

海成段丘面が断続的に分布

○岩内平野は，共和台地，岩
内低地及び岩内台地から構
成される。

○敷地近傍の海域は大陸棚上
にあり，主に岩内低地前面

第7.3.3.1図敷地近傍の地形図添付

岩石海岸

にあり，主に岩内低地前面
から沖合にかけての平滑な
緩斜面からなる。

○敷地近傍及び積丹半島西部
では，沿岸部に高位及び中では，沿岸部に高位及び中
位の海成段丘，岩内平野に，
中位及び低位の河成段丘が
分布する。

○敷地近傍の海岸地形は，岩 岩内平野

砂浜海岸

○敷地近傍の海岸地形は，岩
内平野周辺で砂浜海岸が，
積丹半島西岸部では岩石海
岸が形成されている。

敷地近傍の地形図敷地近傍の地形図
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３．２ 文献調査

①敷地近傍の文献断層分布

②

①敷地近傍の文献断層分布

○文献調査によると，下表に示す断層及びリニ
アメントが示されている。

○これらの名称については 便宜上 活断層研
①

②

泊発電所

○これらの名称については，便宜上，活断層研
究会編(1991)，池田ほか編(2002)，にお
いて「断層」とされているもの及び中田・今泉
編(2002)で「活断層」及び「推定活断層」と
されているものは「断層」，それ以外のものをリされているものは 断層」，それ以外のものをリ
ニアメントと呼称した。

③ ④

⑤

地域 断層番号 断層名

積丹
① 発足(はったり)リニアメント

② 赤井川断層

文献による活断層・リニアメント一覧

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

② 赤井川断層

尻別川

③ 尻別川断層

④ 三和(みつわ)付近の断層

⑤ 目名(めな)付近の断層

⑥ 上目名付近の断層尻別川 ⑥ 上目名付近の断層

⑦ 角十川(かくじゅうがわ)付近の断層

⑧ 白井川付近の断層

⑨ 熱郛赤井川(ねっぷあかいがわ)付近の断層

黒松内 黒松内低地帯の断層(寿都湾湾奥から内浦(うちうら)湾にかけて黒松内
低地帯

⑩
黒松内低地帯の断層(寿都湾湾奥から内浦(うちうら)湾にかけて
分布する複数の断層及びリニアメント)

敷地周辺陸域の文献断層分布図

：1章「敷地周辺陸域における調査結果」に評価結果を示す。
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３．３ 地形調査

①敷地近傍の変位地形分布

発足北リニアメント

赤井川断層

①敷地近傍の変位地形分布

○空中写真判読及び地形調査の結果，敷地近傍には
変位地形等は認められないが，文献の記載を参考
に検討を行った。 赤井川断層に検討を行った。

発足南リニアメント
泊発電所

三和付近の断層

目名付近の断層

上目名付近の断層上目名付近の断層

角十川付近の断層

熱郛赤井川付近の断層

白井川付近の断層
黒
松
内
低低
地
帯
の
断
層

敷地周辺陸域の変位地形分布図



192192
３．４ 地質調査

①敷地近傍の地質・地質構造(-1/4-)①敷地近傍の地質・地質構造(-1/4-)

○積丹半島の第三系以下の地質構
造は，積丹半島の伸長方向と同じ
NW-SE方向の軸を有する非対称なNW SE方向の軸を有する非対称な
背斜構造である。

○敷地近傍はこの背斜構造の南西翼
を構成する同斜構造を呈し，敷地
近傍海域の第三系以下の地層も近傍海域の第三系以下の地層も
同様な同斜構造を呈している。

○岩内平野では，全域に渡って第四
系下部～中部更新統の岩内層が
ほぼ水平に分布している。ほぼ水平に分布している。

敷地近傍の地質図
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３．４ 地質調査

①敷地近傍の地質・地質構造(-2/4-)①敷地近傍の地質・地質構造(-2/4-)

凡 例
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３．４ 地質調査

①敷地近傍の地質・地質構造(-3/4-)①敷地近傍の地質・地質構造(-3/4-)

敷地近傍の地質断面図
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３．４ 地質調査

①敷地近傍の地質・地質構造(-4/4-)①敷地近傍の地質・地質構造(-4/4-)

凡 例
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３．５ 個別断層の評価

①評価結果一覧(-1/2-)

断層名 文献調査 地形調査 地質調査 総合評価
断層長さ
(km)

【活断層研究会編(1991)】
○確実度：Ⅲ

○文献に示されるリニアメント位
置付近では，NW-SE方向に

○発足南リニアメント周辺の山地部には，
先白亜系のリヤムナイ層及び白亜系の花

○地形調査結果より，発足南リニアメント周辺では，
区分Ⅰ～Ⅳに該当するような変位地形は認めら

①評価結果一覧(-1/2-)

発足南
リニアメント

(詳細はP199～

○活動度：C
○長さ：約16km(北東側隆起)
【中田・今泉編(2002)】
○記載なし
【池田ほか編(2002)】
○記載なし

やや開析された三角末端面
様の地形が連続し，山地と台
地の境界付近に不明瞭な遷
緩線が断続的に認められ，
Lf1段丘面及びLf2段丘面等
が分布するが，区分Ⅰ～Ⅳに
該当するような変位地形は認

崗岩類，古第三系始新統～新第三系下
部中新統の茅沼層の泥岩，安山岩溶岩
及び同質火砕岩，流紋岩溶岩及び同質
火砕岩等，新第三系下部～上部中新統
の古平層の礫岩，デイサイト溶岩及び同
質火砕岩，貫入岩類等が分布している。

○台地部には，第四系下部～中部更新統

れない。
○発足南リニアメントを横断する複数の河川におい
て，段丘面と現河床の分布標高に不連続は認め
られず，これらの比高もほぼ一定である。

○ボーリング調査結果より，発足南リニアメントを横
断して分布する中部更新統の発足層の層理は連
続し，変位が認められない。

－

P208参照)
○平野部と山地部では，その成
因が異なるものと判断ささる
ことから，当社は，平野部(南
東部)に位置する範囲を「発
足南リニアメント」，山地部
(北西部)に位置する範囲を

められない。 の岩内層，第四系中部更新統の高位及
び低位丘陵背面堆積物，第四系上部更
新統の中位段丘堆積物，第四系完新統
の沖積層等が分布している。

○発足南リニアメント周辺は，先第三系及
び第三系と第四系の地質境界にほぼ一
致している。

○これらのことより，発足南リニアメント付近には，
後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認め
られないと判断される。

「発足北リニアメント」と区分

発足北
リニアメント

(詳細はP210～
P216参照)

○文献に示されるリニアメント位
置付近では，盃川から発足川
に至る山地内に鞍部，遷緩線
及びそれらに連続する直線的
な谷がNW-SE方向に断続的
に認められ，一部で崖地形も
認められる

○発足北リニアメント周辺は，古第三系始
新統～新第三系下部中新統の茅沼層の
泥岩，安山岩溶岩及び同質火砕岩，流
紋岩溶岩及び同質火砕岩等，新第三系
下部～上部中新統の古平層の安山岩溶
岩及び同質火砕岩，礫岩，砂岩，泥岩，
貫入岩等が分布しており 発足北リニア

○地形調査結果より，発足北リニアメント周辺では，
区分Ⅰ～Ⅳに該当するような変位地形は認めら
れない。

○地表地質踏査，ピット及びボーリング調査結果よ
り，発足北リニアメント付近には地層境界及び異
なる岩質の境界が認められることから，差別侵食
による組織地形であると判断される

－

P216参照) 認められる。
○しかし，これらの要素の伸びの
方向，地形の落下方向等に
系統性は認められない。

貫入岩等が分布しており，発足北リニア
メント周辺は，これらの地層境界と調和し
ている。

による組織地形であると判断される。
○これらのことより，発足北リニアメント付近には，
後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認め
られないと判断される。

：震源として考慮する活断層 ：後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認められないと判断されるもの
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①評価結果一覧(-2/2-)

３．５ 個別断層の評価

①評価結果一覧(-2/2-)

発足北
リニアメント

泊発電所

発足南
リニアメント

発足北リニアメント

敷地周辺陸域の変位地形分布図

発足南リニアメント
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余白余白
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３．５ 個別断層の評価

②-1 発足南リニアメント(地形)②-1 発足南リニアメント(地形)

○文献に示されるリニアメント位置付近では，NW-SE方向にやや開析された三角末端面様の地形が連続し，山地と台
地の境界付近に不明瞭な遷緩線が断続的に認められ，Lf1段丘面及びLf2段丘面等が分布するが，区分Ⅰ～Ⅳに
該当するような変位地形は認められない。該当するような変位地形は認められない。

Lf1
Lf2

文献

Lf2

泊発電所
発足南リニアメント周辺の地形分類図
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②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-1/4-)

３．５ 個別断層の評価

②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-1/4-)

○発足南リニアメント周辺の山地
部には，先白亜系のリヤムナイ
層及び白亜系の花崗岩類，古層及び白亜系の花崗岩類，古
第三系始新統～新第三系下部
中新統の茅沼層の泥岩，安山
岩溶岩及び同質火砕岩，流紋
岩溶岩及び同質火砕岩等，新岩溶岩及び同質火砕岩等，新
第三系下部～上部中新統の古
平層の礫岩，デイサイト溶岩及
び同質火砕岩，貫入岩類等が
分布している。分布している。

○台地部には，第四系下部～中
部更新統の岩内層，第四系中
部更新統の高位及び低位丘陵
背面堆積物，第四系上部更新

文献

背面堆積物，第四系上部更新
統の中位段丘堆積物，第四系
完新統の沖積層等が分布して
いる。

○発足南リニアメント周辺は，先○発足南リ アメント周辺は，先
第三系及び第三系と第四系の
地質境界にほぼ一致している。

発足南リニアメント周辺の地質図
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②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-2/4-)

３．５ 個別断層の評価

②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-2/4-)

凡 例

地質断面図
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３．５ 個別断層の評価

②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-3/4-)②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-3/4-)

○ヤチナイ川及びリヤムナイ川では，発
足南リニアメントを横断する段丘面等
と現河床の分布標高に不連続は認と現河床の分布標高に不連続は認
められず，これらの比高もほぼ一定
である。

文献

段丘縦断面位置図
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３．５ 個別断層の評価

②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-4/4-)②-2 発足南リニアメント(地質・地質構造)(-4/4-)

段丘縦断面図
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②-3 発足南リニアメント(リヤムナイ地区における調査結果【ボーリング調査】)(-1/2-)

３．５ 個別断層の評価

②-3 発足南リニアメント(リヤムナイ地区における調査結果【ボーリング調査】)(-1/2-)

○リヤムナイ川中流でボーリング調査を実施した。
○調査位置は，発足リニアメントを横断する約180mの区間
である。である。

○リヤムナイ地区は，古平層のデイサイト溶岩を基盤として
おり，これを覆って発足層，第四系完新統のAf段丘堆積
物等が分布している。

○発足リニアメントを横断して分布するAf段丘堆積物の基○発足リニアメントを横断して分布するAf段丘堆積物の基
底面及び古平層のデイサイト溶岩上面は，現河床とほぼ
平行に緩やかな下流傾斜を示す。

○また，発足層の層理も緩やかに下流傾斜を示し，連続し
ている。

文献

ている。

位置図
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②-3 発足南リニアメント(リヤムナイ地区における調査結果【ボーリング調査】)(-2/2-)

３．５ 個別断層の評価

②-3 発足南リニアメント(リヤムナイ地区における調査結果【ボーリング調査】)(-2/2-)
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②-4 発足南リニアメント(赤川地区における調査結果【ボーリング調査】)(-1/2-)

３．５ 個別断層の評価

②-4 発足南リニアメント(赤川地区における調査結果【ボーリング調査】)(-1/2-)

○赤川中流でボーリング調査を実施した。
○調査位置は，発足リニアメントを横断する約80mの区間である。
○赤川地区は，古平層のデイサイト溶岩を基盤としており，これを覆って発足層が分布している。○赤川地区は，古平層のデイサイト溶岩を基盤としており，これを覆って発足層が分布している。
○発足層は，古平層のデイサイト溶岩にほぼ水平にアバットしている。

文献

詳細位置図位置図
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②-4 発足南リニアメント(赤川地区における調査結果【ボーリング調査】)(-2/2-)

３．５ 個別断層の評価

②-4 発足南リニアメント(赤川地区における調査結果【ボーリング調査】)(-2/2-)
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②-5 発足南リニアメント(評価)

３．５ 個別断層の評価

②-5 発足南リニアメント(評価)

○地形調査結果より，発足南リニアメント周辺では，区分Ⅰ～Ⅳに該当するような変位地形は認められない。
○発足南リニアメントを横断する複数の河川において，段丘面と現河床の分布標高に不連続は認められず，これらの比
高もほぼ一定である。高もほぼ 定である。

○ボーリング調査結果より，発足南リニアメントを横断して分布する中部更新統の発足層の層理は連続し，変位が認め
られない。

○これらのことより，発足南リニアメント付近には，後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認められないと判断さ
れる。れる。
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余白余白
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３．５ 個別断層の評価

③-1 発足北リニアメント(地形)③-1 発足北リニアメント(地形)

○文献に示されるリニアメント位置付近では，
山地内に鞍部，遷緩線及びそれらに連続
する直線的な谷がNW-SE方向に断続的する直線的な谷がNW SE方向に断続的
に認められ，一部で崖地形も認められる。

○しかし，これらの地形要素の伸びの方向，
地形の落下方向等に系統性は認められ
ない。ない。

○これらのことから，区分Ⅰ～Ⅳに該当す
るような変位地形は認められない。

文献

文献

文献

発足北リニアメント周辺の地形分類図

泊発電所
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③-2 発足北リニアメント(地質・地質構造)

３．５ 個別断層の評価

③-2 発足北リニアメント(地質・地質構造)

○発足北リニアメント周辺は，古第三系始新統～新第三系下部中新統の茅沼層の泥岩，安山岩溶岩及び同質火砕岩，
流紋岩溶岩及び同質火砕岩等，新第三系下部～上部中新統の古平層の安山岩溶岩及び同質火砕岩，礫岩，砂岩，
泥岩，貫入岩等が分布しており，発足北リニアメント周辺は，これらの地層境界と調和している。泥岩，貫入岩等が分布しており，発足北リニアメント周辺は，これらの地層境界と調和している。

地質断面図

文献

文献文献

発足北リニアメント周辺の地質図
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③-3 発足北リニアメント(玉川地区における調査結果【ピット及びボーリング調査】)(-1/2-)

３．５ 個別断層の評価

③-3 発足北リニアメント(玉川地区における調査結果【ピット及びボーリング調査】)(-1/2-)

○玉川中流部でピット及びボーリング調査を実施した。
○調査位置は，山地内に遷緩線が認められる範囲である。
○発足北リニアメント付近では，茅沼層の泥岩と流紋岩の地○発足北リ アメント付近では，茅沼層の泥岩と流紋岩の地
層境界が認められ，断層を示唆するような破砕帯及び地層
の不連続は認められない。 文献

文献

玉川

位置図
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③-3 発足北リニアメント(玉川地区における調査結果【ピット及びボーリング調査】)(-2/2-)

３．５ 個別断層の評価

③-3 発足北リニアメント(玉川地区における調査結果【ピット及びボーリング調査】)(-2/2-)

地質断面図詳細位置図
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③-4 発足北リニアメント(モヘル川地区における調査結果【ピット調査】)(-1/2-)

３．５ 個別断層の評価

③-4 発足北リニアメント(モヘル川地区における調査結果【ピット調査】)(-1/2-)

○モヘル川中流部でピット調査を実施した。
○調査位置は，山地内の痩せ尾根に鞍部が認められる範囲で
ある。ある。

○発足北リニアメント付近では，古平層の強風化安山岩が分
布し，痩せ尾根及び鞍部は，差別侵食により形成されたもの
と判断される。

文献

文献

モヘル川

位置図
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③-4 発足北リニアメント(モヘル川地区における調査結果【ピット調査】)(-2/2-)

３．５ 個別断層の評価

③-4 発足北リニアメント(モヘル川地区における調査結果【ピット調査】)(-2/2-)

文献

詳細位置図
○古平層の強風化安山岩が認められる。

詳細位置図

地質断面図
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③-5 発足北リニアメント(評価)

３．５ 個別断層の評価

③-5 発足北リニアメント(評価)

○地形調査結果より，発足北リニアメント周辺では，区分Ⅰ～Ⅳに該当するような変位地形は認められない。
○地表地質踏査，ピット及びボーリング調査結果より，発足北リニアメント付近には地層境界及び異なる岩質の境界が
認められることから，差別侵食による組織地形であると判断される。認められることから，差別侵食による組織地形であると判断される。

○これらのことより，発足北リニアメント付近には，後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認められないと判断さ
れる。
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３．６ 震源として考慮する活断層

①震源として考慮する敷地近傍の活断層一覧①震源として考慮する敷地近傍の活断層一覧

○敷地近傍には，震源として考慮する活断層は認められない。
○なお，H25.7.23論点において示された敷地の地下に活構造
が存在する可能性については，評価結果(積丹半島西岸の地が存在する可能性については，評価結果(積丹半島西岸の地
形及び地質・地質構造に関する評価)を次頁以降に示す。

震源として考慮する活断層
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３．７ 積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価

①H25 7 23論点及び検討概要①H25.7.23論点及び検討概要

【H25.7.23論点】
○海側に傾く地下構造と調和的に高位段丘が海側に傾いていることから，敷地の地下に活構造が存在する可能性も
考えられるので，周辺の段丘調査の結果と併せて詳しく確認すること。考えられるので，周辺の段丘調査の結果と併せて詳しく確認すること。

【論点の趣旨】
○地層が局所的に急傾斜している場所については，その地下に活断層が存在する可能性を検討する必要がある。
○積丹半島西岸のMm1段丘に高度差は認められないが，汀線と平行な活構造があれば説明できる。
○離水海岸地形が標高数メートルを超える場所や複数段ある場合は，間欠的な地震性隆起の証拠である可能性が示○離水海岸地形が標高数メ トルを超える場所や複数段ある場合は，間欠的な地震性隆起の証拠である可能性が示
唆される。

○積丹半島西岸の旧汀線高度が約25m付近であるが，地震性隆起によるものでないとするならば，隆起要因について
の考察が必要である。

○「論点の趣旨」を踏まえ，積丹半島西岸のMm1段丘及び海岸地形を一様に隆起させる汀線と平行な活構造の有無に
について検討を実施した。

【検討概要】
○次頁に示すフローに基づき検討を実施し，積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価を行った。
「積 島 段 布高 に 検 「積 島 海岸 布高 に 検 に 積

について検討を実施した。

○「積丹半島の段丘分布高度に関する検討」及び「積丹半島の海岸地形分布高度に関する検討」については，積丹半
島西岸を一様に隆起させる活構造を示唆する特徴(積丹半島の東西において分布高度に差がある。)が認められる
か否かについて検討を実施した。

○「積丹半島西岸近傍海域の地質構造等に関する検討」については，積丹半島西岸の近傍海域に活構造が認められ
に 検討 実施るか否かについて検討を実施した。

○その上で，汀線際の活構造の有無についても，更なる確認を行うため，「敷地近傍陸域の地質・地質構造に関する検
討」では，第四紀層が広く分布する南方延長の岩内平野において検討を実施した。
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②検討フロー 一部修正(H26/11/28審査会合)

３．７ 積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価

【検討目的】
○積丹半島の形成・構造運動を把握する。
【検討方法】

●積丹半島の形成について

②検討フロー 一部修正(H26/11/28審査会合)

【検討目的】
○積丹半島西岸海域の地質構造を把握する。

【検討目的】
○積丹半島の海岸地形の特徴を把握する。

【検討目的】
○積丹半島の隆起傾向を把握する。

○既往の文献及び当社地質調査結果等を整理する。

●積丹半島の段丘分布高度に関する検討 ●積丹半島の海岸地形分布高度に関する検討 ●積丹半島西岸近傍海域の地質構造等に関する検討

○積丹半島西岸海域の地質構造を把握する。
【検討方法】
○積丹半島西岸海域の海上音波探査記録等について検
討する。

○積丹半島の海岸地形の特徴を把握する。
【検討方法】
○DEMデータによる海岸地形高度の定量化等を実施し，地
質分布及び岩種・岩相と地形との間に認められる関係に
ついて検討する。

○積丹半島の隆起傾向を把握する。
【検討方法】
○ボーリング調査，地表地質踏査等を実施し，海成段丘及
び河成段丘高度について検討する。

【検討目的】
○第四紀層が広く分布する敷地近傍陸域において汀線直交方向の測線を設け，Ⅲ層(下部更新統～中部更新統)・Ⅳ層(下部更新統)の分布及び連続性等を確認する。
【検討方法】
○岩内層等の第四紀層が確認されている敷地南方の岩内平野において，反射法地震探査を実施する。
○地質層序の確認及び反射法地震探査結果との対比等を行うため ボ リング調査を実施する

●敷地近傍陸域の地質・地質構造に関する検討

○地質層序の確認及び反射法地震探査結果との対比等を行うため，ボーリング調査を実施する。

積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価 積丹半島の段丘分布高度

積丹半島の海岸地形分布高度

【検討目的】
○積丹半島の隆起要因に関する考察を行う。
【検討方法】

●積丹半島の隆起要因に関する検討 積丹半島

泊発電所

積丹半島西岸近傍海域の地質構造等

積丹半島の隆起要因
敷地近傍陸域の地質・地質構造

【検討方法】
○広域隆起の観点から文献レビュー及び検討を実施する。

当社調査範囲

岩内平野
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③積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(-1/2-) 一部修正(H27/5/29審査会合)

３．７ 積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価

【検討目的】
○積丹半島の形成・構造運動を把握する。
【検討方法】

●積丹半島の形成について

③積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(-1/2-) 一部修正(H27/5/29審査会合)

○既往の文献及び当社地質調査結果等を整理した。
【結 果】
○積丹半島は約8Ma以降から弱圧縮応力場となり，東西圧縮が徐々に始まりNW-SE方向の褶曲運動が開始した。
○褶曲構造は，余別層が堆積する鮮新世の時代には，活動は徐々に弱まっているものと推定される。
○第四系更新統の野塚層及び岩内層の露頭は，ほぼ水平に堆積しており，地質構造から褶曲・傾動運動は認められない。
○敷地周辺の褶曲運動は，日本海東縁及び敷地前面海域におけるN-S方向の活構造や黒松内低地帯の断層群に認められる。

【検討目的】
○積丹半島西岸海域の地質構造を把握する

【検討目的】
○積丹半島の海岸地形の特徴を把握する

【検討目的】
○積丹半島の隆起傾向を把握する

●積丹半島の段丘分布高度に関する検討 ●積丹半島の海岸地形分布高度に関する検討 ●積丹半島西岸近傍海域の地質構造等に関する検討

○積丹半島西岸海域の地質構造を把握する。
【検討方法】
○積丹半島西岸海域の海上音波探査記録等について検
討した。

【結 果】
○積丹半島西岸近傍海域には，後期更新世以降の活動
を考慮する活構造は認められない。

○積丹半島の海岸地形の特徴を把握する。
【検討方法】
○DEMデータによる海岸地形高度の定量化等を実施し，地
質分布及び岩種・岩相と地形との間に認められる関係
について検討した。

【結 果】
○潮間帯より標高の高い地形は，全体の20％程度の頻

○積丹半島の隆起傾向を把握する。
【検討方法】
○ボーリング調査，地表地質踏査等を実施し，海成段丘及
び河成段丘高度について検討した。

【結 果】
○積丹半島西岸の海成段丘（Mm1段丘）高度は，旧汀線付近で
約25mであり，ほぼ一定である。 を考慮する活構造は認められない。

○海域のⅣ層上部及びⅢ層は，海底面と概ね平行に堆積
しており，陸域で岩内層及び野塚層の露頭がほぼ水平
に堆積している状況と概ね調和的である。

○潮間帯より標高の高い地形は，全体の20％程度の頻
度である。

○積丹半島の海岸地形の高度分布は，西岸，北・東岸と
もに同様な傾向を示す。

○積丹半島の海岸地形の高度と岩種・岩相の侵食抵抗に
は相関が認められる。

○本調査結果から，積丹半島の東西で隆起量が大きく異なるよう
な傾向は認められない。

○後期更新世以降，積丹半島の西岸を一様に隆起させるような
活構造を示唆する特徴は認められない。

○積丹半島の隆起速度は，約0.2m/千年と推定され，藤原ほか
(2005)に記載の隆起沈降分布図と整合的である。
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③積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(-2/2-) 一部修正(H27/5/29審査会合)

３．７ 積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価

③積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(-2/2-) 一部修正(H27/5/29審査会合)

【検討目的】
○第四紀層が広く分布する敷地近傍陸域において汀線直交方向の測線を設け Ⅲ層(下部更新統 中部更新統) Ⅳ層(下部更新統)の分布及び連続性等を確認した

●敷地近傍陸域の地質・地質構造に関する検討

○第四紀層が広く分布する敷地近傍陸域において汀線直交方向の測線を設け，Ⅲ層(下部更新統～中部更新統)・Ⅳ層(下部更新統)の分布及び連続性等を確認した。
【検討方法】
○岩内層等の第四紀層が確認されている敷地南方の岩内平野において，反射法地震探査を実施した。
○地質層序の確認及び反射法地震探査結果との対比等を行うため，ボーリング調査を実施した。
【結 果】
○下部更新統の野塚層(下部層相当)の上部はほぼ水平に堆積し，変位・変形は認められない。
○下部～中部更新統の岩内層の基底標高は1%以下の勾配であり 岩内層はほぼ水平に堆積し 変位・変形は認められない○下部～中部更新統の岩内層の基底標高は1%以下の勾配であり，岩内層はほぼ水平に堆積し，変位・変形は認められない。
○岩内層の地質構造は，岩内平野の地表地質踏査で確認された岩内層の露頭が，ほぼ水平に堆積している状況と調和的である。
○後期更新世以降，積丹半島西岸を一様隆起させるような活構造を示唆する特徴は，岩内平野には認められない。

○敷地及び敷地近傍における基盤の傾斜を形成するような構造運動は 下部更新統の野塚層(下部層相当)の上部及び下部 中部更新統の岩内○敷地及び敷地近傍における基盤の傾斜を形成するような構造運動は，下部更新統の野塚層(下部層相当)の上部及び下部～中部更新統の岩内
層堆積時以降は継続していない。

○敷地及び敷地近傍を含む積丹半島西岸には，後期更新世以降の活動を考慮する活構造(震源として考慮する活構造)は認められないと判断される。

【検討目的】
○積丹半島の隆起要因に関する考察を行う。
【検討方法】
○広域隆起の観点から文献レビュー及び検討を実施した。
【結 果】

●積丹半島の隆起要因に関する検討

積丹半島の段丘分布高度

積丹半島の海岸地形分布高度
積丹半島西岸近傍海域の地質構造等

敷地近傍陸域の地質・地質構造【結 果】
○当社調査範囲(積丹半島～寿都湾周辺，延長約80km)の
MIS5e海成段丘の分布高度は，検討範囲の中で最も低い
値を示し，波状変動している状況は認められない。
○積丹半島の海成段丘の形成は，広域隆起による可能性も
考えられる。
○積丹半島周辺は，藤原ほか(2005)に記載の隆起沈降分

積丹半島

泊発電所

積丹半島の隆起要因
敷地近傍陸域の地質・地質構造

布図の最低レベルの隆起速度の地域に属することもその傍
証となる。

当社調査範囲

岩内平野



222222
３．７ 積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価

④積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(総括) 一部修正(H27/5/29審査会合)④積丹半島西岸の地形及び地質・地質構造に関する評価(総括) 一部修正(H27/5/29審査会合)

【H25.7.23論点】
○海側に傾く地下構造と調和的に高位段丘が海側に傾いていることから，敷地の地下に活構造が存在する可能性も考えられるので，周辺の段丘調査
の結果と併せて詳しく確認すること。

【論点の趣旨】【論点の趣旨】
○地層が局所的に急傾斜している場所については，その地下に活断層が存在する可能性を検討する必要がある。
○積丹半島西岸のMm1段丘に高度差は認められないが，汀線と平行な活構造があれば説明できる。
○離水海岸地形が標高数メートルを超える場所や複数段ある場合は，間欠的な地震性隆起の証拠である可能性が示唆される。
○積丹半島西岸の旧汀線高度が約25m付近であるが，地震性隆起によるものでないとするならば，隆起要因についての考察が必要である。

【検討結果】
(●積丹半島の形成について)
○積丹半島は約8Ma以降から弱圧縮応力場となり，東西圧縮が徐々に始まりNW-SE方向の褶曲運動が開始したとされるが，第四系更新統の野塚
層及び岩内層の露頭は，ほぼ水平に堆積しており，地質構造から褶曲・傾動運動は認められない。層及び岩内層 露頭は，ほぼ水平 堆積しており，地質構造から褶曲 傾動運動は認 られな 。

(●積丹半島の段丘分布高度に関する検討)
○積丹半島西岸の海成段丘(Mm1段丘)高度は，旧汀線付近で約25mでほぼ一定であり，積丹半島の東西で隆起量が大きく異なるような傾向は認
められない。

○後期更新世以降，積丹半島の西岸を一様に隆起させるような活構造を示唆する特徴は認められない。
(●積丹半島の海岸地形分布高度に関する検討)
○積丹半島の海岸地形の高度分布は，西岸，北・東岸ともに同様な傾向を示す。
○積丹半島の海岸地形の高度と岩種・岩相の侵食抵抗には相関が認められる。
(●積丹半島西岸近傍海域の地質構造等に関する検討)
○積丹半島西岸近傍海域には，後期更新世以降の活動を考慮する活構造は認められず，海域のⅣ層上部及びⅢ層は，海底面と概ね平行に堆積し
ており，陸域で岩内層及び野塚層の露頭がほぼ水平に堆積している状況と概ね調和的である。

(●敷地近傍陸域の地質・地質構造に関する検討)
○下部更新統の野塚層(下部層相当)の上部はほぼ水平に堆積し，変位・変形は認められない。
○下部～中部更新統の岩内層の基底標高は1%以下の勾配であり，岩内層はほぼ水平に堆積し，変位・変形は認められない。
○岩内層の地質構造は，岩内平野の地表地質踏査で確認された岩内層の露頭が，ほぼ水平に堆積している状況と調和的である。

【評 価】
○敷地及び敷地近傍における基盤の傾斜を形成するような構造運動は，下部更新統の野塚層(下部層相当)の上部及び下部～中部更新統の岩内層
堆積時以降は継続していない。

○敷地及び敷地近傍を含む積丹半島西岸には，後期更新世以降の活動を考慮する活構造(震源として考慮する活断層)は認められないと判断される。
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４．震源として考慮する活断層一覧

震源として考慮する活断層一覧

断層
番号

断層名
断層長さ
(km)

①
神威海脚西側の断層
(FD-2断層，FS-11断層)

約31.5km

震源として考慮する活断層 覧

敷地前面海域

② FD-1断層

約39km※1

③
岩内堆北方の断層
(FS-8断層，FS-9断層)

④
FS-10断層
(FS-10断層，f1断層)

敷地前面海域
S

約98km※2
⑤ 岩内堆東撓曲

⑥ 岩内堆南方背斜

⑦ FS-12断層 約6.7km※3

寿都海底谷の断層
⑧

寿都海底谷の断層
(FS-15断層～FS-19断層)

約42km

⑨ 神恵内堆の断層群 -※3

⑩ FA-1断層
約48km※1

⑪ FA-1’断層

敷地周辺海域

⑪ FA 1 断層

⑫ FA-2断層 約65km

⑬ FB-2断層 約101km

⑭ FB-3断層 約45km

⑮ F 1断層 約27km⑮ FC-1断層 約27km

敷地周辺陸域

⑯ 赤井川断層 約5km※3

⑰ 尻別川断層 約16km※3

⑱ 目名付近の断層 約5km※3

⑲ 黒松内低地帯の断層 約51km

※1 地形及び地質構造の連続性を考慮し，一括評価
※2 連動を考慮する断層として評価
※3 孤立した短い活断層として評価
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敷地周辺陸域の文献断層分布敷地周辺陸域 文献断層分布

敷地周辺陸域の文献断層分布敷地周辺陸域の文献断層分布

○文献調査によると，下表に示す断層及びリニ
アメントが示されている。

○これらの名称については，便宜上，活断層研
究会編(1991) 池田ほか編(2002) にお

①
②

究会編(1991)，池田ほか編(2002)，にお
いて「断層」とされているもの及び中田・今泉
編(2002)で「活断層 及び「推定活断層 と

①

泊発電所

編(2002)で「活断層」及び「推定活断層」と
されているものは「断層」，それ以外のものをリ
ニアメントと呼称したニアメントと呼称した。

文献による活断層・リニアメント一覧
③ ④

地域 断層番号 断層名

① 発足(はったり)リニアメント

文献による活断層 リニアメント 覧

⑤
積丹

① 発足(はったり)リニアメント

② 赤井川断層

③ 尻別川断層

⑤

⑥
⑦

④ 三和(みつわ)付近の断層

⑤ 目名(めな)付近の断層 ⑧

⑨

⑩
尻別川 ⑥ 上目名付近の断層

⑦ 角十川(かくじゅうがわ)付近の断層

⑩

⑧ 白井川付近の断層

⑨ 熱郛赤井川(ねっぷあかいがわ)付近の断層

黒松内
低地帯

⑩
黒松内低地帯の断層(寿都湾湾奥から内浦(うちうら)湾にかけて
分布する複数の断層及びリニアメント)

敷地周辺陸域の文献断層分布図
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敷地周辺陸域の変位地形分布敷地周辺陸域 変位地形分布

敷地周辺陸域の変位地形分布(-1/2-)敷地周辺陸域の変位地形分布( 1/2 )

○空中写真判読及び地形調査の結果，文献に示され
る断層及びリニアメントにほぼ対応した変位地形等
が抽出される。

○なお 「発足リ メント 「三和付近の断層 「上

発足北リニアメント

赤井川断層

○なお，「発足リニアメント」，「三和付近の断層」，「上
目名付近の断層」，「白井川付近の断層」及び「熱郛
赤井川付近の断層 には 変位地形等は認められな

泊発電所
発足南リニアメント

赤井川付近の断層」には，変位地形等は認められな
いが，文献の記載を参考に検討を行った。

三和付近の断層

目名付近の断層目名付近の断層

上目名付近の断層

角十川付近の断層

熱郛赤井川付近の断層

白井川付近の断層
黒
松
内内
低
地
帯
の
断断
層

敷地周辺陸域の変位地形分布図
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敷地周辺陸域の変位地形分布敷地周辺陸域 変位地形分布

敷地周辺陸域の変位地形分布(-2/2-)敷地周辺陸域の変位地形分布( 2/2 )

変位地形分類基準

区 分
山地・丘陵内 段丘面，扇状地等の平坦面上

崖・鞍部等 尾根・水系の屈曲 崖・凹地形・凸地形・撓み・傾斜面等

ⅠⅠ

変位地形と認定できる地形要素が認めら

れ，ほかの成因による可能性が否定でき，

かつ，基準地形に累積的な不連続が認め

・新鮮な崖，鞍部等の連続からなり，連続区

間が長く，山地高度，丘陵高度に一様な高

度差が認められるもので，かつ延長上の段

丘面に同方向の崖が認められるもの。

・尾根・水系が長い区間で同方向に屈曲し，かつ屈曲は鮮明であり，河川

の規模と屈曲量との相関が認められるもの。

・写真判読及び文献記載を考慮し，ひと続きであることが明瞭な段丘面等に

おける崖，撓み，傾斜面などからなり，

(1)時代の異なる複数の段丘面に連続し，古い段丘面ほど比高が大きいもの。

(2)崖面が山地・丘陵側に向き 段丘面の傾斜方向とは逆向きを示すもの。
られ，その位置が確実に認定できるもの。

丘面に同方向の崖が認められるもの。 (2)崖面が山地 丘陵側に向き，段丘面の傾斜方向とは逆向きを示すもの。

(3)山地・丘陵内の明瞭な崖，鞍部等に連続するもの。

Ⅱ

変位地形と認定できる地形要素が認めら
・崖，鞍部等の連続からなり，連続区間が長 ・尾根・水系が同方向に屈曲し， ・写真判読及び文献記載を考慮し，ひと続きであると推定される段丘面等に

変位地形と認定できる地形要素が認めら

れるが，基準地形に不連続があることか

ら，位置に不確実さがあるもの，あるい

は，変位地形として認定できる地形要素

く，山地高度，丘陵高度に一様な高度差が

認められるもので，

(1)段丘面との関係は不明であるが地形形態は

鮮明であるもの

(1)連続区間も長いが，河川の規模と屈曲量との相関がやや悪いもの。

(2)連続区間は短いが，河川の規模と屈曲量との相関が認められるもの。

おける崖，撓み，傾斜面などからなり，

(1)時代の異なる複数の段丘面に連続し，古い段丘面ほど比高が大きいもの。

(2)崖面が山地・丘陵側に向き，段丘面の傾斜方向とは逆向きを示すもの。

(3)山地・丘陵内の明瞭な崖 鞍部等に連続するもの
がⅠより少なく，その他の成因によるも

のである可能性があるもの。

鮮明であるもの。

(2)地形形態はやや不鮮明であるが，延長上の

段丘面に同方向の崖が認められるもの。

(3)山地・丘陵内の明瞭な崖，鞍部等に連続するもの。

Ⅲ

変位地形と認定できる地形要素が認めら

れるが， 基準地形の認定に不確実さが

あり，その他の成因による可能性がある

もの，あるいは，不連続が認められるも

・崖，鞍部等の連続からなり，山地高度，丘

陵高度に一様な高度差があるが， 地形形態

は一部で不鮮明か，あるいは不連続となる

もの。

・尾根・水系が同方向に屈曲するが，河川の規模と屈曲量との相関が悪く，

(1)連続区間は長いが，屈曲は不鮮明なもの。

(2)屈曲は鮮明であるが，連続区間は短いもの。

・写真判読及び文献記載を考慮しても，ひと続きであったことが不確かな段

丘面等における崖，撓み，傾斜面などからなるが，一部で不鮮明か不連続

なもの。

(1)崖面が山地・丘陵側に向き，段丘面の傾斜方向とは逆向きを示すもの。もの，あるいは，不連続が認められるも

のの，基準地形での変位が不明瞭なもの。

もの。 (1)崖面が山地 丘陵側に向き，段丘面の傾斜方向とは逆向きを示すもの。

(2)山地・丘陵内の明瞭な崖，鞍部等に連続するもの。

Ⅳ

基準地形が古く，変位地形の可能性のあ

る地形要素が開析されて るも ある

・崖，鞍部等の連続からなるが，山地高度，

丘陵高度に局所的な高度差は認められるが

・尾根・水系が同方向に屈曲しているが，上記以外のもの。 ・崖，溝状凹地等からなり，河川の方向・連続性や段丘面の開析度の差から

河川侵食 可能性が高 が 断層崖 疑 があるもる地形要素が開析されているもの，ある

いは，基準地形面上に地形要素が認めら

れるものの延長が短かく，その比高や屈

曲量が小さいため，変位地形かその他の

丘陵高度に局所的な高度差は認められるが，

一様ではないもの。

河川侵食の可能性が高いが、断層崖の疑いがあるもの。

成因によるものか識別が困難なもの。

上記以外で，活動性の検討に関して抽出するもの

Ⅴ

変位地形と認定できる地形要素は認めら ・沖積低地等が広がり その侵食及び堆積作用の影響等により 空中写真判読で断層が推定される位置付近で変動地形が積極的に判読できないが 周囲に分布する地形面の傾動 段丘面高度等から変位地形と認定できる地形要素は認めら

れないが，周囲の地形面や段丘面の分布

から活断層等の伏在が推定されるもの。

・沖積低地等が広がり，その侵食及び堆積作用の影響等により，空中写真判読で断層が推定される位置付近で変動地形が積極的に判読できないが，周囲に分布する地形面の傾動，段丘面高度等から，

活断層等の伏在が推定されるもの。

文献断層
・文献に記載された活断層または推定活断層等のうち，空中写真判読で上記地形要素が判読できず，文献に対する活断層の根拠を積極的に確認できないもの。

文献断層
(破線で示し，図中では文献と略記する)

※当変位地形分類基準は，土木学会(1985)「原子力発電所地質・地盤の調査・試験法および地盤の耐震安定性の評価手法 報告書 第2編 地質調査法」に記載の「リニアメント判読基準の例」及び
「変位地形の認定に関するリニアメント判読要素」を参考にするとともに，当社独自に，変位地形と認定できる地形要素は認められないが，活断層等の伏在が推定される区分Ⅴを加え，作成した。



234234
敷地前面海域の文献断層分布敷地前面海域 文献断層分布

敷地前面海域の文献断層分布敷地前面海域の文献断層分布

○文献調査によると，敷地前面海域には，活断層研究会
編(1991)，海上保安庁水路部(1975，1979)及び
徳山ほか(2001)により断層が示されている。

○敷地前面海域では 文献断層を含む全範囲を網羅する

Ｄ海域

○敷地前面海域では，文献断層を含む全範囲を網羅する
ように海上音波探査の測線を配置(P86～P87参照)
し 震源として考慮する活断層評価を実施しているし，震源として考慮する活断層評価を実施している。

○なお，弁慶岬周辺は，敷地前面海域南西部のデータ補
強を目的に海上音波探査を実施していることから 当

Ａ海域
Ｂ海域

強を目的に海上音波探査を実施していることから，当
該範囲については，敷地前面海域に含む。

Ｅ海域

敷地前面海域敷地前面海域

弁慶岬周辺

敷地前面海域の文献断層分布図
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敷地周辺海域の文献断層分布敷地周辺海域 文献断層分布

敷地周辺海域の文献断層分布敷地周辺海域の文献断層分布

○敷地前面海域よりも更に沖合の敷地周辺海域に示され
ている主要な文献断層を示す。

○敷地周辺海域では，主要な文献断層に直交するように
海上音波探査の測線を配置(P86 P87参照)し 震源

Ａ海域

海上音波探査の測線を配置(P86～P87参照)し，震源
として考慮する活断層評価を実施している。

Ｃ海域
Ｄ海域

Ｅ海域

域敷地前面海域

Ｂ海域

弁慶岬周辺

敷地周辺海域の主要文献断層分布図



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文献断層及び震源として考慮する活断層分布図(海域) 
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泊発電所 30km 
100km 

凡 例（文献） 

凡 例（評価断層） 

⑩ 

⑮ 

⑫ 

① 

② 

④ 

⑨ 

⑦ 

⑬ 

③ 

⑧ 

⑥ 

震源として考慮する活断層一覧 

⑭ 

⑪ 

⑤ 

約 5km 
断層長さ 

当該断層による地震を検討用地震として選定 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文献断層及び震源として考慮する活断層分布図(陸域) 
237 

泊発電所 
30km 

凡 例（文献） 凡 例（評価断層） 

黒
松
内
低
地
帯
の
断
層 

目
名
付
近
の
断
層 

尻
別
川
断
層 

赤
井
川
断
層 

⑰ 

⑱ 

⑲ 

震源として考慮する活断層一覧 

⑯ 

約 5km 
断層長さ 

当該断層による地震を検討用地震として選定 


